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概 要 

 

2015年5月17日(日)にいて座新星2015 No.2のスペクトル観測を行った。その結果、新星からは強力なバルマー線が

放射されていることがわかった。さらに、Hα、Hβ、Hγの各輝線は典型的なP Cygプロファイルを示しており、大気の膨

張速度は3000km/sにも達することが示された。 

 

 

１. はじめに 

いて座新星2015 No.2は昨年 3月 15日にオーストラ

リアの John Seach氏によって発見された(図1)。この

新星は肉眼光度にまで明るくなり、さらに3～5月に 4

回も増光を繰り返し、非常に注目を集めた(図2)。そこ

で、米子高専科学部でもスペクトル撮像を行ったので、

その観測結果について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、本研究は2016年 3月 14日に首都大学東京南大

沢キャンパスで行われた日本天文学会春季年会ジュニア

セッションにて発表した研究テーマである。 
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図 1 いて座新星 2015 No.2の位置 

図 2 いて座新星 2015 No.2の光度変化 



2.観測 

2-1.観測装置 

本研究ではタカハシの赤道儀S-90に屈折望遠鏡ビク

センED81Sを搭載し、分光器DSS-7とCCDカメラ

ST402をとりつけ、自動ガイドで 300秒露光した (図

3)。観測機材の仕様を以下に示す。 

 

望遠鏡 ビクセンED81S(D=81mm，Fl=625mm)  

分光器 DSS-7 

赤道儀 タカハシS-90型(駆動装置 FD-1) 

CCDカメラ ST402 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2.観測方法 

我々は 5 月 17 日(日)の夜半過ぎにいて座新星 2015 

No.2のスペクトル撮像を行った。この頃は、4回目の増

光が終わり、いったん光度が極小に達した時期であった

が、それでも6.5等級であった(図 2の矢印)。そのため、

分光器への導入は非常に容易であった。また、Hα 線を

非常に強く放射していたことから、天体を取り違えるこ

ともなかった。 

 

 

3.解析 

撮像したデータは IDLでダーク、フラット処理を行い、

その後、Hg 輝線の地球大気での反射光(波長 4358.337

Å,5460.753Å,5769.598Å,5790.663Å)で波長の較正を

行った。その結果、Hα、Hβ、Hγの各輝線の波長が既知

の値とほぼ一致した。したがって、波長較正は正しく行

われているものと思われる。 

 

 

4.結果 

図 4はダーク処理を行い、スカイを引算したいて座新

星 2015 No.2のスペクトルである。この図より、新星か

ら強力なバルマー線が放射されていることがわかった。

さらに、Hα、Hβ、Hγの各輝線の短波長側が吸収になっ

ており、典型的なP Cygプロファイルになっていること

もわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 望遠鏡 ED81Sを S-90型赤道儀に搭載し、分光器

DSS-7と CCDカメラ ST402を装着して観測を行った。 

図 4 いて座新星 2015  No.2のスペクトル。図の右側よりHα線、Hβ線、Hγ線といった強力なバルマー

線が放射されている。また、Hα、Hβ、Hγ の各輝線の短波長側が吸収になっており、典型的な P Cyg プロ

ファイルになっていることもわかった。 
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5.考察 

「新星」とは「新しい星」と書くが、決して新しい星

ではない。新星とは、図 5の様に赤色巨星と白色矮星が

連星となっている系で、赤色巨星が膨張してそのガスが

白色矮星に降り注ぎ、ある程度降り積もったところで核

反応が生じて大爆発を起こし、図 6の様に急激に明るく

なる現象のことである。 

このときの増光は10等級程度、すなわち1万倍程度

にもなる。そのため、全く星の痕跡が無かった地点が急

に明るく輝きだすので、昔の人は星が誕生したと考え、

「新星」という名をつけた。 

また、P Cygプロファイルとは、はくちょう座P星で

発見された、短波長側に吸収を持つ特殊な輝線形状であ

る。図 7はこの輝線スペクトルが形成されるメカニズム

を示したものである。まず、星から大量のガスが放出さ

れると、このガスはバルマー線などの強烈な輝線スペク

トルを放射する。しかし、放出された大量のガスのうち

観測者に向かってくる部分だけは星の表面を隠すため、

ドップラー効果により輝線の短波長側が吸収となる。し

たがって、P Cygプロファイルが形成される。 

ところで、短波長側の吸収は星と観測者の間の膨張ガ

スによる吸収なので、その吸収波長からガスの膨張速度

が求められる。図 8は式①を用いてHα、Hβ、Hγ線の

横軸を波長 λから速度 vに換算した図である。 
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ただし、cは光速、λ0はHα、Hβ、Hγ線が本来あるべき

波長である。図 8より、今回のいて座新星ではHβ、Hγ

線から求めたガスの膨張速度は3000km/sにも達したこ

とがわかった。しかし、Hα線から求めたガスの膨張速

度は 2000km/sにとどまった。 

単純に考えると、Hα線、Hβ線、Hγ線のどのライン

で速度を測定しても同じ速度になるはずである。以下そ

の理由について考察する。 

まず、Hα線は吸収係数が大きいためより星から遠い

外側の層を見ていが、Hβ、Hγ線は吸収係数が相対的に

小さいためより星に近い内側の層を見ていることになる。

したがって、ガスの膨張が定常的なら膨張速度は外向き

に減速していることになる。また、ガスの膨張が非定常

なら爆発による加速がまだ外側にまで及んでいないこと

になる。 

 どちらの解釈が正しいか判断するには膨張速度の時間

変化を追跡しなければならないが、不幸にして今回は１

回の観測結果しかない。今後は他の観測所で得られた 

 

観測結果も利用して。膨張速度の時間変化を追跡し、速

度構造を調べていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 赤色巨星（左）と白色矮星（右）が連星となっ

ており、赤色巨星のガスが白色矮星に降り注いでいる

系。（wikipedia「新星」より） 

図 6 図 5で降り注いだガスは、ある程度降り積もっ

たところで核反応が生じて大爆発を起こし、急激に明

るくなる。これが「新星」のメカニズムである。（国

立天文台の HPより） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.まとめ 

5月17日(日)にいて座新星2015 No.2のスペクトル撮

像を行った。新星からは強力なバルマー線が放射されて

いることがわかった。さらに、Hα、Hβ、Hγの各輝線は

典型的なP Cygプロファイルを示しており、大気の膨張

速度は 3000km/sにもなることが示された。 
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図 7  P Cygプロファイルが形成されるメカニズム。星から大量のガスが放出されると、ガスはバルマー

線などの輝線スペクトルを放射する。しかし、放出されたガスのうち観測者に向かってくる部分は星の表面

を隠す。そのためドップラー効果により短波長側が吸収となった輝線スペクトルが形成される。 

C

V 
C

V 

C

V 

図 8  Hα、Hβ、Hγ線の横軸を波長λから速度 vに換算した図である。Hβ、Hγ線から求めたガスの膨

張速度は 3000km/sにも達したが、Hα線から求めたガスの膨張速度は 2000km/sにとどまった。 

http://www.nao.ac.jp/news/science/2015/20150218-subaru.html
http://www.nao.ac.jp/news/science/2015/20150218-subaru.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E6%98%9F

